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冠会主義農業経螢学の体系

宮 下 利

は　しが　き

　個入経営を研究の対象とするブルジョア祉会

の農業経営学にたいして，祉会化された経営を

対象とする丁々主義社会の農業経営学は，いろ

いろな点で異っているが，ここでは，教科書を

通じてその学岡的体系だけを取扱ってみること

にしたい。ソ同盟における最近の学界の動きを

塾りながら，何故この経済学分科が「社会主義

農業企業組織論」という名で呼ばれているかを

考えてみることが，この小論では最も大切なネ

ライの一つとなっている○

1　経済学教科書と部門経済学教科書

　ソ同盟科学アカデミャが経済学の教窟書編集

の仕事に力を注いでいることは，今日わが国に

おいても周知の事実である。1951年11月の教科

書編集検討会に禺算した数百名の経済学斎によ

って草案の審議が行われてから，さらに3年の

理数を費して1954年に教科書が磁心：されるま

で，カカヴエ，オストロヴイチヤノフを含む6

人の委員によって払われた努力には並々ならぬ

ものがあった，と考えられる。

　1952｛印0月には，前記の検討会にたいする意

見書として，わが騒にも周知のスターリン論文

が発表された。この論文は，当時世界の論壇を

賑したものであったが，わが蟹ではとくに，そ

の現代資本主義の性格規定をめぐって，多くの

論評や紹介が企てられた。しかし，この論文の

ネライは，新しい経済学教科書の体系をどうし

たらよいか，という点に集中されたものであ

り，取立てていうならぽ，社会主義のもとにお

ける経済法貝槻定を確立することを企図したも

のであった。当時における彼の政治的地位から

推して，この論文が教科書編集委員に与えた影

響の大きかったことも事実でつたろうQ

　1954年版の教利書が邦訳馬鐸されたとき，わ

が霞の出版界にとって一つの異変ともいうべぎ

現象が生じた。それは，経済学の書物がベス

ト・セラー一にランクされるという異常な反響で

ある。このことの故に，今日ではこの教科書の

中に展開されている経済学の対象や方法はわが

国でも公知の事実となった観がある。．

　いうまでもなく，教科書の任務は限楚された

ものであって，主として学生の教科課程を容易

にし，学習上の無駄や重心を避けようとするこ

とにある。教科書の初版がソ1司盟で600万部も

売られたり，その邦訳が10数万部も売られたと

いう蟻壁は，この書物が単なる数利書以上のも

のであることを物語っているが，それだからと

いってこの書物が教科書であるということに変

りはない。

　この経済学教科：書の観葉に当ったソ同盗科学

アカデミギが，最近では部門経済学の教科書の

出版にもカを入れている。1956年に同アカデミ

ャが技1卜した工業経済学教科書の如きは，すで

にその一部がわが霞にも訳出されている。　（竹

浪詳一郎訳ギソヴエト工業経済学」上巻・策洋

経済財壁際版・1957年）ところで，こうした部

門経済学の教科書は，前記の経済教学科書が準

備されっつあったときからその内容を問題にさ

れ，一般経済学と都門経済学との講義課程をど

のように調整すべきかについての長期にわたる

論争の所産なのであるQ

　ぺ・フローモフが「部門経済学の対象につい

て」という一文を発表したのは，スターリン論

文の公表直前たる1952年7月のことだった。こ

の論：文が掲載されたヂ経済学の諸問題」誌に

は，引つづいて翌月号に，ゴツトロベールとガ

ンシユタクの共購執筆になる「社会主義企業経
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済学の科学的研究」という批判が発表され，翌

汐53年にはこのテーマ（部門経済学の対象につ

いて）をめぐって九つの論文が発表されるとい

う愛しさであった。

　農業経済学の分野についていえば，これまで

のソ同盟には，撰民経済の一部門としての農業

を研究する農業経済学と，農業を構成する企業

体の組織を研究する組織論の二つの経済学分科

があり，それが，一般経済学の対象と部門経済

学の対象とを問題にする過程で，前面に押串さ

れてきたことは当然であった。農業経済の専門

誌である「社会主義農業」誌も，1954年からこ

のテーマにたいする論文を取上げ，翌56年まで

活濃な論｛争が展開された。

　この論争は，さきに述べた「経済学の諸問

題」誌上における部門経済学の対象を巡る論争

のあとをうけたものであって，テー・チユチソ，

ゲー・ロマンチエンコの論文（倉耳蝉訳ヂ科学

としての柱会主義農業経済学」『農業と経済』

誌21巻4弩）を皮切りに，アー・ロマソチエソ

コ（1954年9丹），アー・トルカニツテ，エル・

クレツキー（1954年12号），　エス・カリヨスネ

フ，エム・ミハイロフ（1955年1号）合計六つ

の論文によって一応の区切りをつピたものであ

る。その後，一年半を経て同じr社会主義農業

誌」（1956年6暑）にエヌ・ウラーソフ教授の

論文「社会主義農業企業組織学の対象と課題」

が発表されたが，これは，前記の論文とは異っ

て，誌上における討議資糾として発衰されたも

のではなく，討論の威果を汲取つた農業経済学

界の代表的昇等として書かれたものであった。

　このように，ソ嗣盟における部門経済学の対

象をめぐる論争は，一般経済学との関係を問題

にするものから部門経済そのものだけを問題に

するものへと発展していったが，煎者では1954

年に，後者では1955年に到って一応のしめくく

りがなされたとみることができる。また，この

論争の経過を農業経済学の分野にしぼってみた

ばあいには，国事経済の一部門としての農業を

問題にする立場から，農業を構成する企業体を

問題にする立場へ，すなわち，社会主義農業経

済学の立場から社会主義農業経営の立場へと論

争の重点が移ってきているのである。
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　この経済学から経営学への論争禽獣の移動

は，その後さらに具体化し，1956年以降の経済

学界では農産物の生産原価間題を中心とする討

論が活濃に行われている。

　以上のようなソヴェト経済学界の動向を振返

ってみるとき，1956年以後に発刊された農業経

済学望事の教科書とそれ以箭の教科書とのあい

だには内容的にも方法論的にも同一視し得ない

諮異の観たはることを知るのである。論争の過

程で問題になった教科書に，バシユークの「社

会主義農業生産組織論」，カリョースネフの

「社会主義農業企業組織論」（1947）・ザリツマ

ソ他3名の「社会主義農業企業組織論」（1947）

等があるが，これらのものは今臼まで私ども

の眼に触れる機会がなく，具体酌にその内容を

検討することができなかった。しかし，バシユ

ークが1956年に同じ表題で出版した教科書や新

しく編集されたと思はれるエヴセンコの教科書

は，昨年度わが国に輸入せられた書物の中に含

まれており，前記の論争の成果を遺憾なくわれ

われに示している。

　われわれは，こうした資料を整理しながら，

マルクス主義経済学が到達た農業経営学という

ものがどのような体系のもとに展閥されている

かを，つぎにみることにしよう。

2　社会主義農業経済学と社会主義農業

企業組織学

　すでをご指摘したように，以前からソヴェトで

は農業経済学と農業企業組織論のこつが，農業

経済を学ぶ巻にとって最も重要な経済学分科と

されてきたし，1952年以後の論争の結果をみて

もそのことに変りはない。

　一働に，農業経済学の対象は，飼斑経済の一

部門としての農業を，その発展過程でとらえて

ゆくことであって，一般経済学の対象との相違

は，もっぱら農業の特殊性のうちにあるとされ

ている。だが，ソヴェトの論争はこの点を巡っ

ていろいろな観点を打出している。たとえ．ば，

カムイシソのように，経済学の対象が生産にた

ずさわる人と人との社会酌関係にしぼられるも

のならば，とくに部門経済学とい5分科を設け

なくても，一般経済学だけでナ分に国民経済の



解明ができる，という：立場をとる春さえ，現れ

た。（「経済学の諸問題」誌1953年9暑参照）

　農業の特殊性は，それが土地生産に結付’いて

いることから生ずることは言うまでもないが，

一般には・経済的再生産過程が自然的再生産過

程と絡合っていること，したがって労働の娚間

と生産の期間の一致しないこと，が強調され

る。この点に関する限り，資本制農業も社会主

義も変りはないが，塾員の所有ということにな

ると，社会主義の現段階では前業と工業とを区

別する大きい寸言がある。いうまでもなく，工

業における生麗手段がすべて全国昆的所有であ

るのに，農業におけるそれは，全国劇的所有と

協同組合的所論の二つから成っている6いうな

らば，柱廊主義段階に入って，農業の特殊性は

一層強調されるようになったのである。だか

ら，工業とは同じ経済的発展過程をとり得ない

農業が，一つの部門経済学において研究さたる

ということには，十分の根拠があるとみなさな

ければならない。こういう論点は，カリヨース

ネフをはじめ多くのソヴェト経済学渚によって

支持されている。

　このように，農業経済学の対象は一般（政治）

経済学の対象と対比されながら㌧態民経済学的

な観点によって規定されるのが普逓であるが，

農業を構成する企業体を研究する組織論の対象

は，どのように規定されているだろうか。

　資本制社会の濃業と違って，社会主義社会の

思考は，その生産を担当するものが個入農では

なしに社会化された経鴬一一一睡営，集団経営一

一となっている。ソヴェトのばあいは，これ

が，ソフホーズ，エム・テー・エス，コルホー

ズという三の形態をとっている。このような三

つの企業体は，ソヴェト農業の発展にともなっ

てそれぞれ独自の発展過程をもつし，また，そ

れぞれの企業体の発展それ自身が，金体として

の農業の発展過程にも作用してゆく。また，企

業体それ自身の発展は，その運営：方法，農業経

営の良否によって規制される。

　したがって，農業を全体として取扱うのでは

なく，農業生恥の担当者である企業体の緯織を

問題にする「社会主義農業企業組織論」の対象

は，企業体：の経済的諸過程のすべてに焦点を合

はせなければならない。表齎的には，企業体の

組織のみを取扱うようにみえ．ても，実質的には

われわれが農業経営学と呼んでいるものの対象

をこれに含めなければならないことは必然であ

る。

　塞稿でとくに取立てて論及したいのは，以上

述べたうちの社会主義農業企業組織論につい

てであるが，幸いわれわれはいま，1956年に

出版されたバシユークの教科書（T．・IBachk

＜Opra｝ユueayU韮。・yuaruc加reck・r・ce伽k・a・

xo2r三ctbehhozo　npouzboictha＞　　1956）　　と，

1957年に掲版されたエヴセソコとサモイ鐸フの

教科書（N．M．　Ebcellko，　B．C．　Camouroも

OprahUzay疑l　c・y駐aructuτeckUX　cereCk・x・Zruc

tbehhkxnpe加purtu｛i＞ig57）を…手にしており，

それらが何れも前記の論争の成果を示すもので

あることは自明であるから，この二著につい

て，社会主義農業経済学と社会主義企業組織論

の対象規定を明かにしてみよう。

　パシユークの著書は旧署の改訂であり，大学

の経済学部の学生にたいする教科霧であるし，

心嚢は，農業専門学校の学生にたいする教科書

である，また，パシユークの謎掛はr農業生産

組織論」となっており，後年は，ふつうに用い

られている「農業企業組織論」という表題をと

っているQこういうふうに，この二つは，名称

の点で若干の相違があり，それに応じて内容的

にも若干の差が認められるが，われ；われが考え

る農業経営の教科書たることに変りはない。バ

シユークのばあいには，圏昆経済学的な見方が

強く残っていて，経営学上の細い問題点まで踏

込んでいない。けれども，彼がr生産経済論」

と呼ぶばあいも，それが，農業経済学と一線を

劃し，農業経営学を問題にしていることは疑う

余地がない。

　まず，パシユークの規定をみよう。

　「入間社会のそれぞれ異る発展段階における

物質的財貨の生薩と分配の諸法期を研究する政

治経済学や，所与の生出部門における経済朗諸

過程や経済酌合法雌性を研究する部門経済学と

は異って，社会主義嚢業生産組織学は，農業諸

企業体一コルホーズ，エム・テー・認ス，ソ

フホーズーにおける経済的諸過程を研究する
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庵のである。」（前掲書10～11頁）

　エヴセンユとサモイ揖フの教科書では，この

点を，つぎのように詳しく述べている。

　「前者（農業経済学）は，圃民経済の一部門

としての農業の発展の合法則性を研究するもの

であり，後者（農業企業組織論）は，農業諸企

業体の合理的構造や，コルホーズ，エム・テー・

エス，ソフホーズにおける生産と管理の合理的

組織の合法癌性を明らかにするものである。こ

の二つの科学は，ソヴェト国家が農業のまえに

提起している課題を解決する途や方法を，社会

主義的生産方法の経済的諸法劉に照応して研究

すべきものである。

　『社会主義農業企業組織論』の課程では，コ

ルホーズ，エム・テー・エス，ソフホーズの組

織の理論と実践を研究する。この課程の課題

は，学生に枇会主義農業企業発展の合法劉性を

認識させ，それを基礎にして彼等に企業全体な

らびにその儒々の部門の最も合理的な構造や，

労働と生産手段の最も合理的な組織，さらに経

営内部の計画化と管理にかんする方法とを教え

ることである。この科学は，いろいろな企業形

態の組織的特性一一すなわち，生産手段の合理

的利用方法，労働の組織，ノルマ計直ならびに

支払，経営諸部門ならびに附帯企業の組織，コ

ルホーズにおける収入分配の組織，企業の財務

組織，生産物ならびに作業の原価計算方法，合

理的な経営管理法，企業の経済活動分析法，簿

記一を研究する。」（前掲書13～14頁）

　以上の規定によって，農業企業組織論といわ

れるものが，単なる企業体の組織だけを問題に

するものでないことは，誰の眼にも明らかであ

る。だが，それにしても組織（化）とい．う言葉

が，人間の集りだけではなしに，企業体の運営

や生産手段の合理的活用を問題にするときにも

広く用いられていうのは，どうした理由であろ

うか。

　私見を以てすれぽ，ロシヤ語にはドイツ的な

経鴬学を表現する適当な雪葉が欠除していると

いうことが，その～つの理霞と考える。ロシヤ

語のxozlucthoはドイツ語のwirt等chaftと似

た用法をもつているが，周時に経営を表現する

唯一の言葉でもある。したがって，Cerhekoe
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x・zeUctb・だけですでに農業を意味する以上，

それにもの一つxo2euctboを湘えて「農業経

営」の意味を現そうとしても，Pシや語として

は意味の覇らないものになってしまう。

　われわれが広く農業経営を問題にしているよ

うなばあいには，ロシヤ語で農業生産組織，農

業企業組織というように組織という言葉が一般

に用いられている。

　カリョースネフは，今戸の農業経営学が資本

主義的なものと祉会主義的なものの二つに分

れ，その対象も方法もそれぞれ異ったものであ

るということを強調したとき，つぎのような衷

現を用いていた。一「このまうに，農業生産

組織について単一の科学があるのではなく，社

会主義的な科学と資本主義酌な科学があるので

ある。」　（「歓会主義農業」誌，1955年1号，

65頁）

　組織という言葉を，こうした意味で使った例

としては，古くチヤカーノブの薯霧をあげるこ

ともできる．彼は，ツアー時代に「労作経営概

論」OfepkU　notpylObOro　Xozuctbaを発表した

が，ソヴェト時代に入ってもその主張を続け

1923年にはベルリンでドイツ語の訳本を出版し

た。しかし，その後彼は屑著をより現実酌な経営

論に発展させ，未だ個人農が圧倒的多数を占め

ていた1925年に「農i民経i営紐織論」Opraku2yμa

・kpect・h・k・罫・X・・eぴetbaを発表した・わが国

でほ，このドイツ語版も1925年置ロシヤ語版

も，ともに磯辺秀俊教授によって訳出されてい

るため，すでにその内容は周知なものとなって

いる。ただ，惜しむらくは，1925年の改訂版が

旧邦訳の書名をとり内容も旧著に忠実であると

いう点，また，訳：文の中で経営とすべき箇処が

多くのばあい経済と訳出されたために概念上の

混翫を来しているという点で，この訳本は正し

い原著の意を伝えたい憾みがあることを指適し

なければならない。

　ところで，チヤヤーノブの農民経営組織論で

は農民経営の組織原期や組織計画が問題にされ

たのであったが，いまではこうした個人経営で

はなしに属家帥経営（ソフホーズ）とか集団的

経営（コルホーズ）といった大企業体が問題に

される段階になっている。したがって，こうし



た企業体の経営を問題にするとき「農業企業組

織論」という言葉が用いられることもロシヤ語

系経済学者にとってきわめて自然なことであ

る。ただ，盛人農の段階では経営体そのものの

組織はさしたる閃題ではなく，経営内部におけ

・る土地．労働，資本の相互に結付く様式が組織

原則として取上げられていたにたいし．大企業

の段階では，まず経営体自身の組織が問題にさ

れるという相違が出てくる。こうして，もとも

と農業経営学的に用いられたμシヤの組織論

は，社会主義農業を問題にするときょりいっそ

う正確な概念規定に達したとみることができ

るδ

　吉典的ドイツ農業経営学で用いられる経営組

織　（Betriebs　or　ganisation）　とし、う　用語をこた二

いしては，組織という表現ではなしに組合せ

Co五e孚akue　という表現が用いられていること

にも，この際注意しておくべきであろう。

3　エヴセンコとバシユークの体系

　二会主義農業のもとでは，戸々に潮入経営の

占める地位が低下し，それに代って大規模な祉

会化経営が生産の主要な担当着となる。今日の

ソヴェト農業のもとでは，すでに儀人経営の存

在は無理される十階であり，地業企業沐といえ

ばコルホーズとソフホーズが二つの柱であっ

て，コルホーズ生産を援助するエム・・テー・

エスがもう一つの企業体として重要な丁丁を演

ずる。したがって，杖会主義農業経営学，すな

わち社会主義農業企業組織論といわれるもの

は，この三つの企業体についてそれぞれの組織

除則を明らかにしてゆかねばならない◎

　さきにあげたエヴセソコとサモイロフの教科

書では，この点を解り易く説明するために，教

科書を三部に分け・第一綿を「ロルホーズ組織

論」r第二都を「エム・テー・エス組織論」，

第三部を「ソフホーズ組織論」としている。こ

の順序と区分は，恐らく農業経営の学習岩にと

っては最も臼的に適つたものであるだろう。

　いま，その第一部たる「コルホーズ組織論」

をみると．（1戸ルホーズの組織的嵩経営的基礎

（2）経営の専門化と経営諸部門の組合せ，（3）コル

ホーズの規模．（4）経営内部の計繭化の話説，（5）

生産手段，㈲作業の組織・ノルマ計錦・支払，

（7＞耕種生産の組織．（8）疏々生灌の組織，（g）果実

生塵の組織　（1①養畜諸部門の女扇，鋤附帯企業

の継織，（②現物収入と現金収入の分配．㈱財務

と農産物原価，㈱管理組織の順に，章を瀧鐙し

ている。

　第一章では，その簾を（1）集麟経営の諸形態，

12膿業アルテリ定款，⑧アルテリ用地の社会化

㈲生産手段の社会化，⑤アルテリの諸手段と諸

基金，⑥アルテリの活動と管理，（7）将来におけ

るコルホーズの緯織的門経営酌強化策に分け，

コルホーズの組織原則を歴史的に取扱ってい

み。社会主義農業企業組織論の最も特徴的な章

節がここに見患される∂

　第二章は，α隈業企業の専門化．（2欺ルホー

ズ経営の多角的発達，（3｝ソ同盟各地域のコルホ

ーズにおける経営部門の組合せの三節からな

り，経営の発展が多角的傾向をとるべきこと

や，それが各地の立地条件に適舎するにはどう

したらよいかが，検討されている。

　第三章では，’：大経営の小経営にたいする優越

理論を中心に．合理的な経営規模を決定する諸

条件が検討されているし，第匹潭では，コルホー

ズ内部における計画化の方式から出発して，コ

ルホーズが毎年作製する年次生産プランに言及

している。だが，それに続く章のうちでは，6

章の作業組織と支払，12章の現物現金収入の分

配や，第13章，第14章を除いては，ブルジョア

的農業経営学と問じことが問題とされている。

　いうまでもなく，コルホーズの農作業は，今

日では手動鋤を中心とするものから機械作業を

中心とするものへと，大きく変っており，その

ためにエム・テー・エスのサーヴィスがコルホ

ーズの経営や生産に大きく影響しているQした

がって，コルホーズの経営原刻のうちには，こ

のエム・テー・エスとコルホーズどの関｛系を大

きく取上げなければならないことになる。

　エヴセンコの教科書では，このテーマを蒙ル

ホーズ組織論の申で取扱はずに，第二舗の「エ

ム・テー・エス組織論」で扱っている。

　ここでは，エム・テー・エスの発展過程か

ら，エム・テー・エスとコルホーズとの契約や

特殊な新しいエム・テー・エスの役割を第～章

で扱い，ついで，内部の鯉濃化，生産手段，燃

糾経済，機械類の修理，作業の組織と支払，エ

ム・テー・エス作業にたいする現物支払と現金

支払，財務と経営計算（独：立採算），管理の順

に章を分けている。

　エム・テー・エスで働く者は，コルホーズの

ばあいとは違って，農斑ではなく労働者であ

る。しかも，その一部にはコルホーズ農罠から
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転入したばかりのトラタリストなども含まれて

おり．つねに農協と一緒になって働く，という

特徴をもつている。だから主体白勺には硬営であ

り，労働春の経営する企業体でありながら，生

産の場所は無畏の経営するコルホーズであると

いうところに，この企業体を運営しゆく特徴と

悶難さがある。エム・テー・エスの作業員がコ

ルホーズ農民があり，エム・テー・エスの内容

をよく知るのでなければ，コルホーズ生産は5

まく行かない。

　大規模機械農業を鍵前とする現在のソヴェト

農業のもとでは，単なるコルホーズ経営（組織

論）やエム・テー・エス経営（組織論）の知識

だけでは，到底～人前の経営家たる資格を具え

ることはできないのであって，エヴセンコが分

類している第一部と第二部は，本来これを独立

的な視角から論ずべきものではないのである。

　この第…部と第二部とは違って，第三部のソ

フホーズ組織論が，独立の企業として発展しつ

つあるソフホーズのみに関係するものであっ

て，内容も簡単であり、（1）組織的日経縞目基礎

（2）経営内の計画化、（3）挿話の組織，ノルマ計算

支払、（の耕種部門の組織，（5）畜産部門の組織

（6）ソホーズの財務と経営計算，（7）ソフホーズの

管理という七章が舗かれているだげである。

　書絵は，エヴセンコの編集した農業専門学校

の学生にたいする教科書の体系であるが，バシ

ユークが大学の経済学部の学生規に編集した教

科書では、章節が問題毎に整理されている。

　その第一部は「社会主義的農業生産方式」，

第二部は「祉会蟻白副業生内織の基礎理論」

第三鶴は「コルホーズとソフホーズの耕毬部門」

第四部は「コルホ山ズとソフホーズの養藷部門」

第五部は「機械＝トラクターとトラックの私用

組織」，第六部は「コルホーズ生産組織の諸問

題」，第七部は「エム・テー・エス生産活動組

織の諸問題」，．第八部はrソフホーズ生慶組織

の諸問題」となっている。

　この中では第二部の塞礎理論が最も興味ある

筒処であろう。そこでは，まず「生産計画化の

諸問題」から出発し，「社会的労働の節約こそ

は社会主義農業生産組織の最も重要な原蜀であ

る」という章がそれに続いている。そしてこの

第二部の最後の章は「経営部門の組合せと社会

主義的企業の専門化」となっている。この章の

内容を簡単に説明すると，主要な経営豊門を発

展させて農業の専門化を計り，それを軸といし
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他の部門の多角的発展を助けようとするネライ

を書いたものである。商晶生産を盛んにするに

は専門化の外に途はないし，土地条件その他を

考慮して企業の恒久的安竈化を計るには多角

化の途が良い。だが，パシユークは，これを二

面択一の問題とせずに統一的な解審の得られる

無題としているのである。すごし彼の雷葉をき、

いてみよう。

　「主要な経営部門が，すべての組織的経営構

造一輪作，生産手段の構成，健設の性格，カ

ードルの専門化，各種専門労働者の割合一一を

規定する。」　（88頁）

　「専門化は，祉会主義農業生産の計画的発農

にとって最も重要な原剤である。」　（90頁）

　「主要部門や主要作物のもとでの，より多角

的な農業生産の発展は，杜儲主義農業企業の専：

門化の基礎である。それは．企業の亜門化が一

定生産物や個々の部門の生塵によって行われる

工業と比べたばあいの，農業企業の技術酌特殊

性の一つなのである。」（90頁）

　「多角的な経営発展の必要性は，土地が農業

においては生産用具として作用しているという

ことによって規定されている。」　（91頁）

　紙面の閨係で。これ以上の説明は省かなけれ

ぽならない，しかし，すでにみたように，専門

学校教科露では，どうして経営するかという組

織化の方法に重点がおかれていたとすれば、経

営学部の大学生の教科書では，如何にして経営

してゆくべきかという原劉論に重点がおかれて

いる。さらに，この二つを比べてみると，経営

実務酌な面では蒲者は浅く博く，後者は深く狭

いという傾向をもつている。

　私自身の関心からいえば，ソヴェトの党と政

府がコルホーズやソフホーズを強化するために

とっているいるいろいろの新しい政策が，これ

らの教科書の中で歴史的，系統的に述べられて

いるという点で，これらの教科書は単なる農業

経営学の書であるよりはむしろ農業救策の醤で

あるようにさえ考え．らさるのである。社会主義

農業経営学が，カリヨースネフの言うように載

然とブルジョア的農業経営学と分けられる所以

の一つは，こういう点にも模っているであろ
う。


